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1. はじめに 
コンピュータの発展とともに統計学は注目を浴びるよ

うになり，大学でも専攻分野にとらわれず授業として多

方面で実施されている。学問として統計学を学ぶことを

主眼とするのではなく，理屈に深入りするよりも，面倒な

計算はコンピュータに任せておいて，データ分析の結果

活用を重視する取組が増えているのではないだろうか。

実際に統計学はデータに関係する様々な場面で使われて

いる。例えば，意思決定する場合，KKD（経験・勘・度

胸）に頼るのではなく，データに基づく物事の把握，適切

な統計的手法から導き出された結論や予測などを踏まえ

ることで，妥当性により優れた判断に導ける可能性があ

る。 
このような統計学の位置づけのなか，「どのように授業

運営をしていくか」検討するうえで，まずは現状把握する

ために調査することにした。ここでの調査は，実際に履修

している学生たちが統計学に対してどのようなイメージ

を持ち，どのような意思を持て取り組んでいるのか確認

し，これからの統計学の授業に活かせることがないか探

ってみることにした。今回の発表では，その取り組みの中

間状況として，統計学に対する文系履修者（初年次入門科

目）の意識調査について報告する。次のステップとして，

今後統計学の授業を効果的に進めるにあたってどのよう

なことに留意すべきか，探るヒントに繋げたい。 
 
2. 調査方法 

2021 年度後期（2022/1/21）に，アンケートツールであ

るGoogle Formを使い調査を実施した。非常勤先（中堅私

大）の文系学部に所属する学生のうち，統計学入門を受講

した 1 年生の学生を調査対象とし，授業終了直後に調査

を受諾した任意回答者93名のデータを分析した。この授

業は統計学の基礎概念，基本知識，基本の統計法を学習す

るもので，1コマの中で「講義とパソコン（Excel）を使っ

た演習」を繰り返すものである。 
今回のアンケートは，「統計学の学習に対する意識」，

「統計学を学習するにあたって大事なこと」について実

施した。これらの選択肢は比較しやすいように，すべて

「全くそうだ（高い）」「どちらかというとそうだ（やや高

い）」「どちらともいえない（並）」「どちらかというとそう

ではない（やや低い）」「そうではない（低い）」の5段階

で回答を選択することとした。また，「統計学の活用能力

を高める方法」については，分析よりも学生のさまざまな

意見を吸い上げることを優先し，選択肢は準備せず自由

記述とした（表1）。 

 
表1 アンケート内容 

 
 
3. 調査結果 
3.1 学習に対する意識 
統計学の学習に対する意識については，「統計学の学習

に対する意識はどれに近いですか？」という設問で，「必

要である」「身につけたい」「やってみたい」「期待がある」

「自信がある」「得意である」の6項目について確認した

（図 1）。「全くそうだ」「どちらかというとそうだ」の 2
つの選択肢を肯定的な回答とすると，「必要である」

（82.8%），「身につけたい」（77.4%）となり，統計学に関

しての頭の中では必要度合を強く意識している。同様の

方法で確認すると，「やってみたい」（47.3%），「期待があ

る」（48.4%）となり，実際自分の実現度合に置き換えると

半分ぐらいに減少する。さらに，「自信がある」（6.5%）「得

意である」（9.7%）となり，自分のスキル到達度合に置き

換えると 1 割未満でそれほど身についた感はないと回答

している。 
必要なので身につけたいという気持ちは強いものの，

実際には胸を張って身についたとは言い難い結果となっ

た。シャイな学生も含まれるだろうし，調査当日は最終の

確認テストを実施する直前であったため不安もあっただ

ろうから，なかなか身についたと回答できにくかった可

能性も排除できない。この裏付けとして，確認テストの上

位者10%だけを抽出して肯定的な回答（「全くそうだ」「ど

ちらかというとそうだ」）を確認したところ，「自信がある」

（10.0%）「得意である」（20.0%）と割合が増えるものの，

この 2 つの設問でズバリ「全くそうだ」と言い切った学

生はいなかった（図 2）。遠慮がちな回答結果であったた

め，今後はバイアスを軽減すべく調査タイミングを検討

するなどの配慮が必要といえよう。 
 
3.2 学習での重要事項 
統計学を学習するにあたっての重要事項については，

「統計学を学習するにあたって大事なことは何だと思い

ますか？」という設問で，「論理的に物事を考えること」

「パソコンの操作」「パソコンの知識」「定義やルールを覚

質問項目 質問項目 回答方法

1 学習に対する意識
統計学の学習に対する意識はどれ
に近いですか？

5択

2 学習での重要事項
統計学を学習するにあたって大事
なことは何だと思いますか？

5択

3 活用能力を高める方法
統計学の活用能力を高める方法に
ついて，あなたの考えは？

自由記述



えること」「発想力」「あまり悩まずに，早く考えること」

「とにかく試してみること（トライアンドエラー）」「間違

えを直すこと」「じっくり考えること」「みんなで意見を出

し合うこと」「タイピング能力」の 11 項目について確認

した（図3）。なおここで11項目に選定した理由は，ほか

の情報科学科目と整合性を取るためで特段の理由がある

訳ではない。このなかで肯定的な回答が多かった指標は，

「論理的に物事を考えること」（79.6%）「パソコンの操作」

（78.5%）「パソコンの知識」（80.6%）「定義やルールを覚

えること」（82.8%）「間違えを直すこと」（80.6%）で，重

要と捉える傾向にあった。逆に「あまり悩まずに，早く考

えること」（35.5%）「みんなで意見を出し合うこと」（33.3%）

については重要ではないと捉える傾向にあった。 

この授業では，統計学の基礎知識を学んだあとすぐに

パソコンを使って演習するという形態をとったので，パ

ソコンについて重要視したと推定できる。授業のオリエ

ンテーションで，パソコンはあくまで学んだことを確認

するための手段であり，単なるツールの利用にすぎない

と説明したが，毎回課題としてパソコンをつかった演習

を課したので，このような回答になったと考えられる。ま

た逆に重要視されなかった項目は，学生通しの共同作業

やトライアンドエラーの機会がなかった結果であろう。 

3.3 活用能力を高める方法 
ここでは統計学の活用能力を高める方法について問う

てみた。「統計学の活用能力を高める方法について，あな

たの考えは？」という設問である。これまでは統計学の学

習に関して選択肢を準備した設問であったが，学生のさ

まざまな意見を集めたかったのでこの設問は自由記述と

した。なお学生がしっかり考えながら文章として回答さ

せるために，字数制限は 100 文字以上とし上限は設けて

いない。 
この自由記述で単語のセットが同時に出現する状況を

共起キーワード（1）として描いてみた（図4）。併せて，為

参考として階層的クラスタリング（1）も掲載しておく（図

5）。これによると，統計学の活用能力を高める方法の例と

して，「基礎知識を身に付ける」「教科書の問題を解く」「演

習を行う」「何度も繰り返す」などが挙げられた。これら

の回答は実際に授業中実施内容や課題として与えたもの

であり，普段からの学習内容の理解とパソコンを使って

の演習でスキルの定着が重要であると認識していたよう

である。 
 

 

 
図1 統計学の学習に対する意識（全員） 

 

 
図2 統計学の学習に対する意識（確認テスト上位者10％のみ） 
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図3 統計学を学習するにあたって大事なこと 

 

 
図4 統計学の活用能力を高める方法（共起キーワード） 
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図5 統計学の活用能力を高める方法（階層的クラスタリング） 

 
 
4. まとめ（今回の調査で分かったこと） 
統計学がさまざまなところで活用され，履修の学生は

その必要性や身に付けたいという意欲は高い。しかしな

がら実際に学んでみると一筋縄ではいかず，自信をもっ

て身に付けたと胸を張れる学生はこの調査結果ではいな

かった。この授業に参加する学生は数学が苦手な学生が

多いので，なるべく計算など厄介な箇所はパソコンに任

せる方針で授業を行ったが，パソコンも苦手意識がある

学生も少なくなく，学習効果が充分に高まらなかった学

生が一定数存在する。この授業は後期に行っているが，前

期で行うパソコン演習をメインとする授業にて，Excelで
データを扱う時間を増やすなど検討の余地がある。ただ

調査タイミングが最終回の授業中であり，最後の確認テ

ストを受ける直前であったのでプレッシャーがかかって

いた可能性があったかもしれないので，今後の調査では

配慮が必要といえよう。 
統計学の活用能力を高める方法として，普段からの学

習内容の理解とパソコンを使っての演習でスキルの定着

が重要と捉えている学生が多い。このことは大部分の学

生が暗記だけではスキルが身につかないと理解した上で

の意見だと思われるが，相変わらず最後の確認テストだ

けで勝負しようとする学生もゼロではない。普段から実

施している授業を聞いてそのあとパソコンで実習すると

いう方式は変えるつもりはないが，学生通しの共同作業

やトライアンドエラーの機会を設け，学生通しの刺激を

高めることも必要ではないかと考えている。 
 
5. おわりに（今後の課題） 
今回の報告は，統計学に対してどのようなイメージを

持ち，どのような意思を持て取り組んでいるのか確認し，

これからの統計学の授業に活かせることがないか探って

みることへの取っ掛かり調査であった。学生は統計学に

対して必要性や身に付けたいという意欲は高いものの，

実際に学んでみると一筋縄ではいかない学生が多いこと

を報告した。 
今後は，授業で学ぶ項目ごとに学生がどのように重要

度や理解度を捉えているか確認し，併せて実際の理解度

確認としてクイズや確認テストの結果との関係を探り，

学生の強み弱みを詳細に見ていきたい。そして統計学の

授業を効果的に進めるにあたって，どのようなことに留

意すべきか探っていく予定である。 
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